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輝
い
て
い
る
人

芸
術
に
国
境
は
な
く
、

心
と
心
は
通
じ
る

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

枝
松
　
國
明
さ
ん
（
下
原
）

墨
彩
画
を
通
じ
た
文
化
交
流
な
ど
で
活
躍
中

墨
彩
画
を
描
き
続
け
て
１７

年
。
そ
の
集
大
成
と
な
る
画
集

『
お
そ
咲
き
の
花
開
く
大
輪
小

輪
』
を
発
刊
し
た
の
が
枝
松
國

明
さ
ん
だ
。

画
集
は
単
な
る
作
品
集
で
は

な
い
。
認
知
症
の
母
の
介
護
や

自
身
の
が
ん
と
の
闘
い
、
伊
与

部
山
（
下
原
）
の
散
策
道
や
歌

碑
の
整
備
、
世
界
平
和
へ
の
願

い
、
タ
イ
王
室
の
芸
術
交
流
な

ど
、
墨
彩
画
が
語
る
枝
松
さ
ん

の
自
分
史
と
も
言
え
る
。
掲
載

し
た
作
品
の
写
真
も
、
自
身
で

撮
影
。
ま
さ
に
手
塩
に
掛
け
た

一
冊
だ
。「
母
の
介
護
や
、
前

立
腺
が
ん
と
の
闘
い
も
あ
っ

て
、
そ
う
い
う
生
活
の
な
か
で

絵
を
続
け
た
と
い
う
こ
と
を
見

て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
鉛
筆
画

が
好
き
だ
っ
た
。
墨
彩
画
を
本

格
的
に
始
め
た
の
は
６６
歳
の
と

き
。「
初
め
て
描
い
た
の
は
宝

福
寺
の
三
重
塔
。
今
で
も
塔
を

描
く
の
は
む
ず
か
し
い
」
と
当

時
を
振
り
返
る
。

題
材
は
市
内
の
名
所
の
ほ

か
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄

ま
で
日
本
各
地
を
飛
び
回
り
、

こ
れ
ま
で
に
描
い
た
作
品
は
５

０
０
点
を
超
え
る
。「
作
原
（
日

羽
）
に
あ
る
椋
の
古
木
の
力
強

さ
が
、
今
で
も
好
き
」
と
、
お

気
に
入
り
を
教
え
て
く
れ
た
。

今
年
３
月
、
日
本
と
タ
イ
の

芸
術
交
流
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
タ
イ
日
文
化
功
労
者
賞
を

受
賞
し
た
。タ
イ
の
み
な
ら
ず
、

イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
２９

か
国
で
、
平
和
や
自
然
美
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
出

展
。
数
多
く
の
賞
に
輝
い
て
い

る
。「
心
の
内
面
を
絵
で
表
現

し
て
い
る
。
芸
術
に
国
境
は
な

く
、
心
と
心
は
通
じ
る
」
と
も
。

制
作
活
動
や
墨
彩
画
の
指
導

で
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
。

「
描
き
続
け
る
こ
と
は
自
分
自

身
を
磨
く
こ
と
に
も
な
る
。
そ

の
た
め
に
も
健
康
で
な
い
と
い

け
ん
」
と
目
を
細
め
る
。
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乳幼児期のむし歯予防には、食事
の与え方や保護者の仕上げ磨きがと
ても大切です。お子さんが仕上げ磨
きを嫌がって困るようなことはあり
ませんか？お子さんが歯磨きを嫌がる
には、いくつか理由が考えられます。
◎磨くとき力が入りすぎていませんか？
歯ブラシは鉛筆を持つように軽く持ち、歯
ぐきを傷つけないように、歯ブラシを小さく、ち
ょこちょこ動かして磨いてあげましょう。
◎突然、寝かせて歯磨きを始めていませんか？
口に歯ブラシを突然入れると、びっくりして歯磨
きを嫌がることがあります。小さいお子さんは指で
口のなかやほっぺたを触って、口に触れられること
に慣れるようにしましょう。また、歌を歌ったり、
お話をしたりしながらリラックスさせて磨いてあげ
ると良いでしょう。
「歯磨きは楽しくて、気持ちいいものだ」と覚え
てくれると、仕上げ磨きがとても楽にできるように
なります。また、かかりつけの歯医者さんを見つけ
て、定期的に検診を受けたり、歯の磨き方を教えて
もらうのも良いでしょう。
問い合わせ こども課母子保健係（1９２－８２６１）

◆材料・数量
● 大豆……１カップ
● Ａ……砂糖＝１カップ・スキムミルク＝大さじ

５・水＝２分の１カップ
● きな粉、青のり、スキムミルク、揚げ油
……適量

◆作り方
①一晩水に漬けた大豆をじっくり油で揚げ、いっ
たん取り出し、さらにカラッと２度揚げする。

②鍋にＡをいれ、絶えずかき混ぜながら煮詰める。
③①をボウルに入れ②をからませ、うちわであお
いで冷ます。

④③を３つに分け、それぞれにきな粉、青のり、
スキムミルクをまぶす。このとき大豆が一粒ず
つほぐれるようにする。

◆アドバイス
大豆を使ったカルシウムたっぷりのおやつです。

栄養委員さん栄養委員さん

おすすめおやつおすすめおやつおすすめおやつおすすめおやつ

お母さんに歯を磨いてもら
う池上仁くん（中央二丁目）
は、「虫歯きらいだから、お
母さんに磨いてもらう」と教
えてくれました。




